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　１月３日、知覧文化会館で成人式が開催
され、新成人294人が出席しました。オー
プニングセレモニーでは、知覧武双太鼓に
よる勇壮で華麗な太鼓の演奏が、会場を魅
了しました。第１部式典では、式辞や祝辞
が贈られた後、新成人を代表して門之園め
いさんと本村大起さんが20歳の抱負や感謝
の気持ちを述べました。また、新成人から、
頴娃・川辺・知覧の各庁舎に子供連れの方
に活用してほしいとベビーラックのプレゼ
ントがありました。第２部の実行委員会主催行事では、中学生時代の写真や恩師からの激励のメッセージが
上映されたほか地元特産品等が当たる抽選会も行われ、会場は笑顔と笑い声であふれていました。新成人は、
来賓や保護者など多くの出席者から祝福され、社会人としての責任と自覚を胸に新たな第一歩を踏み出しま
した。

は ～平成31年南九州市成人式～
れの日に踏み出す一歩

川辺中学校

別府中学校

頴娃中学校

知覧中学校

青戸中学校

▲�新成人を代表してスピーチする門之園めい
さんと本村大起さん。

〜 出身中学校別の記念写真 〜

▲式の企画・運営に携わった成人式実行委員の皆さん。▲�抽選会も行われ、会場は盛
り上がりました。

▲�社会福祉協議会へ新成人からの寄付目録を読み上げる、
岡元智咲さん。

▲�第１部司会の峰元最郷さん
と、西瑞希さん。
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安 ～新型水槽付消防ポンプ自動車導入!! ～
心・安全な暮らしのために

万 ～南九州市消防出初式～
全の体制で防火・防災

　12月25日に南九州消防署の水槽付消防ポンプ自動車
（通称：タンク車）が20年の現役活動を終え、最新の車
両に更新されました。新しい水槽付消防ポンプ自動車は、
今までの2,000ℓの積載水に加え、最新の機能（自動的
に消火剤を水に混合させる「自動混合システム」など）
を装備しており、消火活動をはじめ市民の安心・安全な
暮らしのために威力を発揮するものと期待されます。

　１月６日、新春恒例の市消防出初式が開催され、頴娃
運動公園で式典の部、頴娃文化会館で表彰の部が行われ
ました。式典では、観閲・通常点検、幼年、少年消防ク
ラブによる演技や女性消防隊による操法披露などのほ
か、本門団長を先頭に消防職員・団員ら約300人が分列
行進を行いました。表彰式では、長年の消防活動での輝
かしい功績を称え団員やその家族に表彰状や感謝状が贈
られました。

ここで、消防庁長官表彰、日本消防協会会長表彰の受章者（敬称略）を紹介します。

消防庁長官表彰
●永年勤続功労章【永年勤続し、その勤務成績が優秀である方】
　霜出分団　　　　分団長　　取違　保夫

●１号銀杯【昨年度退団され、勤続年数が25年以上の方】
　南九州市消防団　副団長　　志々目正一	 	 知覧中央分団　部長　　堂園　孝一
　永里分団　　　　部長　　　愛川　賀久	 	 塩屋分団　　　団員　　中村　　暢
　川辺中央分団　　副分団長　児玉　丈志	 	 川辺中央分団　部長　　中礼　新一

●２号銀杯【昨年度退団され、勤続年数が15年以上・25年未満の方】
　宮脇分団　　　　分団長　　伊瀬知敏秀	 	 御領分団　　　部長　　山下　正和
　御領分団　　　　班長　　　徳永　一信	 	 水成川分団　　部長　　岡村　和朋
　水成川分団　　　班長　　　蓮子　弘明	 	 松原分団　　　分団長　髙田　浩文
　手蓑分団　　　　団員　　　瀧川　美親	 	 永里分団　　　分団長　上野　　力
　永里分団　　　　班長　　　中木原末孝	 	 川辺中央分団　班長　　中野　幸典
　北区分団　　　　班長　　　山下　秀雄

日本消防協会会長表彰
●精績章【勤続章受章者でさらに消防活動に精励した者】
　指宿南九州消防組合 消防司令長　楠原　万介		 指宿南九州消防組合 消防司令長　笠畑　正徳
　指宿南九州消防組合 消防司令長　大倉野　諭

●勤続章【勤続30年】
　指宿南九州消防組合　消防司令　上野勇一郎	 	 指宿南九州消防組合　消防司令　東　　忠洋
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　12月６日、おののもりこども園（川辺町）で南九
州市酪農振興会主催の牛乳消費拡大キャンペーンが
行われました。このキャンペーンは、牛乳の良さに
ついて広く知ってもらおうと南九州市酪農振興会が
毎年行っているものです。園児らは酪農家の話を聞
いた後、子牛に聴診器をあてて心音を聴いたり手作
りのバターを食べたりして、酪農や牛乳についての
理解を深めていました。

▲�子牛に水をあげる園児たち。

三 ～平成30年度世代間交流事業～
世代が交通安全をテーマに交流モ ～牛乳消費拡大キャンペーン～

～っと牛乳を知ろう！

　12月８日、南九州市交通安全母の会連絡協議会に
よる平成30年度「世代間交流事業」が頴娃町の別府
小学校で開催されました。この事業は、地域の高齢
者、子どもとその親の三世代が、交通安全をテーマ
に交流し、交通事故防止や交通安全に対する意識・
行動の改善を図ることを目的にしています。講話を
聞いた後、道路標識などをゲーム感覚で楽しみなが
ら学び、終始和やかな会となりました。

▲�お茶を飲みながら、鹿児島県交通安全協会の皆さんが用意したゲーム
や腹話術で大いに盛り上がりました。

　12月９日、南九州市連合青年団主催の「歩こう会」
が開催されました。今年は第10回の記念大会という
こともあり、頴娃町～知覧町～川辺町を縦断する
コース、約17kmを歩きました。昼食には南九州市
地域女性連特製のカレーライスが振る舞われ、参加
者たちは愛情いっぱいのカレーで身も心も温めてい
ました。参加者からは「普段は車で通る道も、歩く
と新しい発見があった」などの声が聞かれました。

▲�気温がとても低く寒い中でしたが、全員無事に歩き抜くことができました。

地 ～優良民生委員児童委員協議会表彰～
域の福祉向上のため活動い ～第10回南九州市歩こう会～

つもの道を自分の足で歩く

　12月19日、川辺町民生委員児童委員協議会が、全
国民生委員児童委員連合会より優良民生委員児童委
員協議会として表彰されたことをうけ、塗木市長よ
り表彰伝達を行いました。この表彰は、川辺民児協
が積極的に取り組んでいる、民児協の自主運営や高
齢者・児童の見守り活動、介護・子育て支援などの
福祉問題について、かねてから計画的に活動してい
ることが優良であると評価されたものです。

▲今回表彰された川辺民児協の方々と市長。
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　12月12日、（有）下山電設代表取締役の河野洋一
郎さんが来庁し、2020年に行われる「燃ゆる感動か
ごしま国体・大会南九州市開催」がプリントされ

たフェイスタオル
1,500枚を寄贈さ
れました。河野さ
んは「国体・大会
のPRに活用くだ
さい」と述べられ、
市長から感謝状が
贈られました。

か ～国体企業協賛品贈呈式～
ごしま国体・大会に協賛

　12月７日、（有）小磯製茶の小磯雅一さんが、農
林水産祭内閣総理大臣賞の受賞報告に来庁。海外需
要を見据えた有機栽培てん茶の生産や、集落での

話し合いを重ね約
40haの有機栽培茶
園の団地化実現な
どが高く評価され
ました。今後も、
地域発展を目指し
た経営が期待され
ます。

内 ～有限会社 小磯製茶～
閣総理大臣賞を受賞

　東京都浅草にある商業施設「まるごとにっぽん」
において、12月15、16日に南九州市産の食材を使っ
た料理教室を開催しました。食材には、同施設内の

南九州市出展ブー
スにて販売してい
る商品も使用して
おり、教室終了後
に商品を購入する
方も多数いまし
た。

南 ～南九州市ふるさと料理教室～
九州市の“おいしい”を伝えます

　12月14、15日、東京日本橋で第72回全国お茶まつ
り「お茶フェス」が開催、「知覧茶」の知名度を高
めるために塗木市長らがトップセールスを行いまし

た。来場者から「緑
が鮮やかで甘味と
コクがあって大変
美味しい」など、
知覧茶の魅力を首
都圏の消費者へ広
くPRしました。

知 ～第72回全国お茶まつり「お茶フェス」～
覧茶トップセールスを開催

▲�実際に試飲してもらい、他産地との違いな
どを感じてもらいました。

　今年も知覧町たけのこ振興会の皆さんにより、市
役所知覧庁舎に高さ約３ｍの大きな門松が飾られま
した。松竹梅や千両、ゆずり葉などをあしらった立

派な門松です。振
興会の射手園武也
会長は、成長の早
い竹の積極的な利
用と市の美しい里
山の景観の維持を
願っていました。

市 ～知覧町たけのこ振興会～
役所前に立派な門松を設置

▲�知覧町たけのこ振興会の皆さん。12月21
日、約 3時間かけて手際よく製作していた
だきました。

　12月23日、今年度で閉校する田代小の児童たちに
思い出づくりをしてもらおうと、鹿児島県スケート
連盟が児童たちを、えびの高原アイススケート場に

招待し、スケート
体験教室を開催し
ました。児童や職
員、保護者ら合わ
せて28人、楽しい
思い出づくりがで
きたようです。

ス ～田代小学校閉校記念～
ケート体験で思い出づくり

▲�スケートは初めての人がほとんどでしたが、
連盟の皆さんによる熱心な指導で、少しず
つ滑れるようになりました。

▲�メニューは【黒豚と彩り野菜の茶飯どんぶり】
など3品を作りました。

▲「�お茶むらい」とかごしま国体・大会マスコット
キャラクター「ぐりぶー」がプリントされた贈
呈品タオルを持つ河野さん（左）と市長。

▲（有）小磯製茶代表取締役の小磯雅一さん
　 （左）。若手の人材育成や女性に配慮した
　  勤務体系の実現も評価されています。


